
第９期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

※「介護保険事業（支援）計画の進捗管理の手引き（平成３０年７月３０日厚生労働省老健局介護保険計画課）」の自己評価シートをもとに作成

区分 現状と課題 第９期における具体的な取組
目標

（事業内容、指標等）
実施内容 自己評価 課題と対応策

福崎町 支援体制の充実

在宅生活の希望者が多い一方、社会参加する高
齢者が減少、地域のつながりが希薄化し、困っ
ていても相談できない高齢者の増加が懸念され
る。社会参加や生きがいづくりにおける場の提
供や参加しやすい環境づくりに取り組む必要あ
り。地区活動に参加していない高齢者へのアプ
ローチを検討し、地域における通いの場や社会
参加を促す必要がある。

○通いの場（地域ふくろうの会・喫茶
活動などの地域活動）の支援
○「我が事会議」の普及・内容の充実

○通いの場参加延べ人数：30,500人
○「我が事会議」開催自治会数（年度）：34自治会

○通いの場参加延べ人数：25,086人
○「我が事会議」開催自治会数（年度）：25自治会

○

通いの場の「ふれあい喫茶」はR6年度より2地区増え、参加者数も増加。通
いの場の延べ人数はR6より1,221人増加。「我が事会議」開催自治会数も
昨年度から５自治会の増となった。初めて開催した地区では目的や内容に
ついて、地区住民へ丁寧に説明し、継続実施につなげていく。未開催の地
区については民生委員や地区役員等に働きかけ全地区開催を目指すよう
担当者会で共有した。内容の工夫や充実を図り、住民から評価されるもの
にしていきたい。

福崎町
相談支援体制の推進
と充実

高齢者人口がピークを迎えるとされる2040年に
かけて、当町の高齢者人口の割合は増加する
が、一方、高齢者を支える生産者人口の割合は
減少の見込みである。限られた人材や資源の中
で高齢者をいかに支えるか、その方法を考える
必要がある。高齢になってもできる限り長く自
宅で暮らし続けられるよう在宅生活を支える
サービスの充実が重要。

○相談窓口の周知・充実
○関係機関との連携による相談支援
体制の充実

○地域包括支援センターへの相談延べ人数：2,200
人

○地域包括支援センターへの相談延べ人数：1,438人 ○

昨年度より相談件数は306人減り目標には到達しなかった。引き続き、地
域包括支援センターの相談支援の中心的役割を果たすべく、高齢者やそ
の家族に対し、制度やサービスについてわかりやすく情報提供し丁寧な相
談対応を心がけるとともに、関係機関へ周知を図り相談支援体制の強化を
図る。リーフレットを作成し、出前講座などで住民へ配布し啓発に努める。

福崎町
自立支援・重症化防
止

「福崎町すこやかプラン」に基づき、生活習慣
病の発症予防や重症化予防などの取組を進めて
いる。健康に関する関心を持ち、実践につなが
るよう啓発や取組を行っていく必要がある。ま
た、地域で役割を担って活躍することは、高齢
者の生活の満足感を向上させ、自身の介護予防
にもつながる。就労やボランティアなど社会活
動に参加したい高齢者も徐々に増加。ニーズに
応じた活動の場づくりも必要。

○地域介護予防事業(地域ふくろうの
会）の普及

○地域ふくろうの会参加実人数：700人
○地域ふくろうの会80歳以上精勤参加数：150人

○地域ふくろうの会参加実人数：653人
○地域ふくろうの会80歳以上精勤参加数：103人

◎

地域ふくろうの会の参加実人数はR６の630人より23人増加、。80歳以上精
勤参加数はR６より45人減少。ふくろうの会参加者は増加したものの80歳
以上の精勤参加数は減少している。地区によっては世話人の高齢化も課
題となっており、参加者募集の工夫や担当者の負担軽減などに努める必
要あり。

福崎町
認知症の方を支える
体制の充実

独居、高齢者世帯、認知症等要支援者の増加に
より福祉や介護の支援ニーズが多様化する一
方、人間関係の希薄化、介護の担い手不足が課
題。住民の認知症等に関する理解を促し、住民
同士が支え合う地域づくりを支援していく必要
がある。

○「我が事会議」での認知症支援
検討
○認知症カフェ開設
○認知症サポーター養成講座の実施

○「我が事会議」認知症支援検討件数：30件
○認知症カフェの開設数：3か所
○認知症サポーター養成講座受講者数：400人

○「我が事会議」認知症支援検討件数：9件
○認知症カフェの開設数：３か所
○認知症サポーター養成講座受講者数：450人

◎

認知症サポーター養成講座について、小中学生以外にも民間、ボランティ
ア、地区住民からも受講希望ありR６より124人増加。認知症カフェについ
て、R６より計３か所で開催し、継続できている。参加者の固定化、減少等
の課題あり、対象者と家族以外にも民生委員、一般住民への周知に努め、
新たな参加者を募っていきたい。

福崎町
効果的・効率的な介
護給付サービスの提
供

給付適正化主要5事業に取り組んでいるが、効
果的に実施できていない。

○ケアプラン点検
○住宅改修前後の訪問調査
○縦覧点検・医療情報との突合
○事業所の実地指導

○ケアプラン点検：40件
○住宅改修前後の訪問調査：15件
○縦覧点検・医療情報との突合：320件
○事業所の実地指導：7件

○ケアプラン点検：61件
○住宅改修前後の訪問調査：8件
○縦覧点検・医療情報との突合：1,845件
○事業所の実地指導：7件

○

概ね目標通り実施することができた。
国保連から提供される帳票や実地指導の機会を活用し、横断的で効率的
な点検ができるようにしたい。
事業所の実地指導については、感染症等の状況により実施が困難な時期
もあるが、連携を取りながら実施に努める。
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